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聖書から「平和」を学ぶ① 

～ 旧約聖書と「平和」 ～ 

 

はじめに ～「平和宣言」の理解のために 
 

聖書が示す「平和」（シャローム）は、戦争や争いのない状態のみならず、何よりも神との霊的

な関係における自由と幸福、肉体的健康や物質的充足、人間関係における調和や喜びをも意味し

ます。それは、創り主なる神によって与えられた「極めて良い」世界に他なりません（創 1:31）。 

 

１．旧約聖書の「平和」を調べてみましょう ～コンコルダンスを使って（資料①、②） 

・日本語聖書（新共同訳）の「平和」（旧約：131 回）は、ほぼすべて“シャローム（ לוֹם  ”（שָׁ

・“シャローム（ לוֹם 237)”（שָׁ 回)が常に「平和」と訳されるわけではない 

 

２．“平和（シャローム）”の意味の広がり ～辞書を使って（資料③） 

（１）“シャローム”の多様な用法 

  ①平和、平安、穏やか 

「安らかに先祖のもとに」（創世 15:15） 

「穏やかに話すこともできない」（創世 37:4） 

「主が御顔をあなたに向けて、あなたに平安を賜るように」（民数 6:26） 

 ②無事、安全、安心、元気 

「無事に父の家に帰らせて」（創世 28:21） 

「安心して帰るがよい」（創世 44:17） 

「元気です」（創世 29:6） 

  ③繁栄、和睦、親しさ、健全 

「ファラオの幸い」（創世 41:16） 

「友好的」（士師 4:17） 

「平和の契約を授ける」（民数 25:12） 

  ④完全、全体 

 「ことごとく」（エレ 13:19） 

 

（２）“シャローム”と「真実」「正義」「慈しみ」との一体性（詩編 85:9-14） 

「主は平和を宣言されます／御自分の民に、主の慈しみに生きる人々に･･･ 

主を畏れる人に救いは近く／栄光はわたしたちの地にとどまるでしょう。 

慈しみとまことは出会い／正義と平和は口づけし 

まことは地から萌えいで／正義は天から注がれます。 

主は必ず良いものをお与えになり／わたしたちの地は実りをもたらします。 

正義は御前を行き／主の進まれる道を備えます。」 

 

⇒“シャローム”とは、神が創造された被造世界全体に望んでおられる 

完全さ、健全さ、安心、安全、調和、幸福、そして喜びのこと。 

    （単に、戦争の無い状態／個人の内面の平安だけではない） 

 



３．創造と堕落と“シャローム”の回復 

（１）創造された世界～「混沌」（創世１:１）から「極めて良い」（１:31）世界へ 

（２）堕落による“シャローム”の破壊 

・“シャローム”無き世界の悲惨 

⇒ 色あせた楽園、夫婦関係（創世 3 章）・兄弟関係（4 章）の破壊  

⇒ 暴力（4:23、6:11）と混乱と分裂（11:9） 

（３）“シャローム”回復（＝救い）の歴史と限界 

・祝福の源となる選びの民（創世 12:2）      ⇔ 自国民中心主義 

・安定的平和・繁栄維持のための国家（サム上 8 章）⇔ 軍事力による支配の弊害 

（４）“シャローム”の幻（「平和」の多くは預言書） 

・真実と正義なき“シャローム”の欺瞞性批判 

  「彼らは、･･･平和がないのに「平和、平和」と言う」（エレ 8:8-11） 

・幻としての“シャローム” 

イザ 2:2-5「剣を打ち直して鋤とし･･･もはや戦うことを学ばない」 

9:1-6「ひとりのみどりごが･･･「平和の君」･･･平和は絶えることがない」 

11:1-9「エッサイの株から･･･狼は小羊と共に宿り･･･何ものも害を加えず」 

53:5「彼の受けた懲らしめによって、わたしたちに平和が与えられ」 

66:12「平和を大河のように･･･」 

 

４．旧約聖書における“戦争”の問題 

（１）戦争は堕落した（シャローム無き）人間世界の現実 

    ⇒ 旧約聖書の戦争記述は、救いの歴史における意味を理解する必要 

（２）“主の戦い”と“人間の戦い”の違い 

①“主の戦い”～出エジプト（出 14:14）/エリコ（ヨシ 6:16）/ギデオン（士師 6:16） 

・武力・兵力によらない奇跡的勝利 

「剣にもよらず、弓にもよらず･･･追い払った（ヨシ 24:12）  

・戦利品は主のものであるが故に手をつけてはならない（レビ 27:28-29 参照） 

  「滅ぼし尽くしてささげるべきことに対して不誠実であった」（ヨシ 7:1） 

  ⇒ 勝利を与える神への絶対的信頼（詩編 20:8。44:7 参照） 

②人間による戦争への警告 ～定住（国家建設）後の戦いの変化 

   ・戦いのルール（申命 20 章）⇒ 人間的欲望や無秩序な戦いの禁止（19 節以下） 

   ・軍事力や軍事同盟に頼ることへの警告（申命 17:16、イザ 30:1） 

・敗北と滅亡によって戦争の愚かさを学ぶ ⇒ 平和の幻（上記） 

（３）主なる神の性質 

・いつでもイスラエルを守るとは限らない 

「わたしが顔を隠し･･･敵の手に渡したため･･･剣に倒れた」（エゼ 39:23）  

・礼拝の場は、戦いとは無縁 

「あなたは多くの血を流した･･･神殿を築くことは許されない」（Ⅰ歴代 22:8-9） 

  ・敵味方を超える命の尊さ（ヨナ 4:11「ニネベを惜しまずにいられるだろうか」） 

  ・犠牲的愛（イザ 53:12）と主の霊（ゼカ 4:6）による救い 

 

おわりに 

「人間は自らの欲望と自己中心性のゆえに、この平和を破壊して堕落し、神と敵対し、神と隣人

とを軽んじる暴力と混乱に満ちた世界をもたらしました。それにもかかわらず、平和の神は人

間を愛し、この世に真の平和を回復するために御子をお遣わしになりました。」 








